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○千代田開発センター管理運営規則 

平成17年２月１日規則第125号 

改正 

平成28年６月21日規則第46号 

千代田開発センター管理運営規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、千代田開発センターの設置及び管理条例（平成17年北広島町条例第181号。以

下「条例」という。）の規定に基づき管理及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（使用許可の申請） 

第２条 千代田開発センター（以下「開発センター」という。）を使用しようとする者は、様式第

１号による開発センター使用許可申請書を町長に提出し、その許可を受けなければならない。 

２ 開発センター使用許可申請書は、使用前日までに提出しなければならない。ただし、特別の事

情があると認めた場合はこの限りでない。 

３ 許可を受けた者が申請書の記載事項を変更しようとするときは、町長の承認を受けなければな

らない。 

（許可書の交付） 

第３条 町長は、開発センターの使用を許可したときは、様式第２号による開発センターの使用許

可書をその者に交付する。 

（使用料の減免） 

第４条 条例第13条の規定による使用料の減免は、次のとおりとする。 

(１) 町内に事務所を有し、町長が承認した産業、文化、教育、労働、社会事業に関する団体又

は機関とする。 

(２) その他公用又は公益を目的とする集会 

(３) 町長が特別の事由があると認めたとき。 

２ 前項各号による使用料については、全額免除する。 

（施設、設備の管理） 

第５条 所長は、常に当該開発センターの施設、設備の保全管理に努め、次の表簿を備え、及びそ

の保管をしなければならない。 

(１) 備品台帳及び施設台帳（建物、設備等の図面を含む。） 

(２) 開発センター使用簿 
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(３) その他必要な表簿 

２ 前項に掲げる表簿のうち、同項第１号は永久保存とする。 

（補則） 

第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、町長が定める。 

（使用料の納付） 

第７条 開発センターの使用許可を受けた者は、許可と同時に条例に定めるところにより 

使用料を納付しなければならない。ただし、味噌加工での加工実習室の使用料については別表の

とおりとする。 

（指定管理者による管理） 

第８条 条例第17条第１項の規定により指定管理者に開発センターの管理を行わせる場合は、「北

広島町長」とあるのは「指定管理者」とする。ただし、第４条第１項第１号及び第６条を除く。 

２ 第４条の規定は、条例第18条第１項の規定により利用料金を指定管理者の収入として収受させ

る場合について準用する。この場合において、「使用料」とあるのは「利用料金」とし、様式第

１号から様式第２号までの様式中「北広島町長」とあるのは「指定管理者」と、「使用料」とあ

るのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

附 則 

（施行期日） 

この規則は、平成17年２月１日から施行する。 

附 則（平成28年６月21日規則第46号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

別表（第７条関係） 

味噌の加工実習室での使用料 

  

味噌 使用料 

１釜 1,250円

２釜 2,500円

３釜 3,750円

４釜 5,000円

様式第１号（第２条第１項関係） 

第     号   
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千代田開発センター使用許可書                
平成  年  月  日 

   
          様 

 
千代田開発センター指定管理者        □印   

  

 

 

下記のとおり開発センターの使用を許可します。 

使 用 目 的  

使 用 期 間
   平成  年  月  日  午前・午後  時より 
   午前・午後  時まで 

参 加 見 込 数 人 

会 場 責 任 者  

持込み特別設備

及 び 物 品

 

使 用 室 及 び

物 品 ・ 装 置
大ホール 研修室１ 研 修 室 ２ 会議室 

加  工

実習室 
そ の

他 
計 

使

用

料

（

円

） 

基 本 料

    

計     

〔使用条件〕 
(１) 使用の開始及び終了の時、管理者に報告引継ぎをする。 
(２) 使用後は清掃の上、原状に復して返還する。 
(３) 使用する施設、設備、物品はていねいに管理し、使用中の滅失、破損は責任者が弁償する。 
(４) 使用者が使用許可に係る施設等に特別の設備をし、又は物品を持込んだ場合、持込み設備及び

物品に損害を生ずることがあっても、開発センターは補償の責任を負わない。 

 

様式第２号（第３条関係） 


